
今号は日本の民主主義の行く末を決める参院選挙特集です。

みんな選挙に行こう！みんなでつくろう平和で豊かな日本

主権者はわたしたちです 争点を決めるのもわたしたちです

この参院選の争点は「平和憲法と民主主義を守る」のか、

それとも「戦争法と人権無視の国家」になるのか、の選択です。

参院選の争点は

アベノミクスではありません。

「野党共闘による平和憲法を守り、

民主主義を取り戻し、平和で豊かな

日本をつくる道」か、それとも「安倍

自公政権の戦争法と憲法の大改悪

の道」か、ということが本当の争点

です。
この参院選は、安倍首相が宣伝し、マス

コミの受け売り報道のアベノミクスが争点

の参院選ではありません。選挙の争点を決

めるのは安倍首相でもマスコミでもありま

せん。国民のみなさんの実感が選挙の争点

を決めます。過去２回の国政選挙で、選挙

ではアベノミクスばかり打ち出していまし

たが、選挙が終わると持ち出したのは､戦争

法･集団自衛権と憲法「改正(内容を見てみ

れば実は大改悪！)」

でした。

安倍自公政権、そし

て大マスコミのみなさ

ま、３回連続で国民を

だますのは止めましょう。

今回の参院選は、日本の未来に関わる問

題です。「平和憲法を守り、民主主義を取り

戻し、人権を守り、くらしを守る」野党・

市民連合共闘が勝つのか、それとも、戦争

法を推進し、平和憲法を壊し、自由も人権

も抑圧する国家にしようとする安倍自公政

権をこのまま続けさせるのか、が争点です。
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戦後７０年以上平和だった日本

世界最大の軍事大国アメリカは

世界一戦争をし続けてきた国
日本の国は、

太平洋戦争後一

切戦争は行って

いません。一方、

世界最大の軍事

大国アメリカ

は、世界中のあ

らゆるところに

押しかけて戦争をし続けています。軍事力

が平和を作るという言い分は、この一例か

らもおかしいと言うことがわかります。

日本の国が戦後７０年以上にわたって平

和だったのは、世界に誇る平和憲法･憲法９

条の存在があります。米軍とべたり一緒だ

ったなら､戦争ばかりしていることになった

でしょう。

憲法９条は平和な国をつくってきました。

だから経済発展もできたのです。今のNHKの

朝ドラを見てもわかるように、戦時中の食

べるものも仕事もない時代が描かれていま

す。戦争は、日常生活も経済も壊します。

アベノミクスは大企業と大金持ちの

ためのものです。トリクルダウン（し

たたり落ちるしずく）は全くのウソ。

大企業内部溜め込み金は３７０兆円！

大企業や大金持ちは税金回避地へ逃

げて日本の国に納税していません！

「金は天下の回り物」というのに

回ってこないのはこう言う理由。

安倍首相は、参院選挙の少し前までは、「憲

法改正を必ずやる！」と叫んでいましたが、選

挙が近くなるとソロッと引っ込めて、またまた「ア

ベノミクスが争点だ」と叫んでいます。

アベノミクスは、国民置き去りが明らかになっ

ています。貧困と格差を広げただけです。

アベノミクスの恩恵は大企業と一部の大金持
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ちだけと言うのが既に明らかになっています。

大企業は史上最高の儲けで、内部の溜め込み

金は３７０兆円にもなっています。大企業は、溜

め込まないで、従業員を正規労働者にして給

与を上げるべきです。下請け企業を安い単価

でいじめないで、きちんと対価を支払うべきで

す。そうすれば日本中の購買力が増して経済

は活発になります。

アベノミクスで労働者の実質賃金は５年連続

で下がり続けています。消費も２年連続前年よ

り低くなっています。アベノミクスは国民いじめ。

参院 全１人区で野党共闘実現！

真面目で一生懸命の共産党

本当に政治は変わります!
参院選全１人区で野党共闘が実現しました。

今、政治は変わろうとしています。この野党共

闘は、全国で多くの市民運動が後押しして実

現したものです。

これを敵視して日本中で攻撃して回っている

のが安倍首相です。野党共闘を、「野合だ！」

と、全国各地で敵意むき出しで攻撃して回って

います。

野党共闘は、平和憲法と日本の民主主義を

守るという大義で共闘が成立しています。これ

ほど大事な大義はありません。

野党共闘で政治をこう変えましょう

1. 戦争法を廃止して外交能力を高め、

憲法９条に基づく平和外交で問題解決に

当たります。

2. 税金の集め方チェンジ！ 大企業

の税負担を中小企業並みに増やします。大株

主への特別優遇を止め適正な課税にします。

タックスヘイブンによる税金逃れを許しません。

3. 税金の使い方チェンジ！ 年金を減

らしません。保育士の待遇を抜本的に改善して

保育士が働く気になる環境を作り、認可保育園

３０万人分を緊急増設しましょう。

4. 働き方チェンジ！ 残業時間をきち

んと規制。残業しなくてもやっていける給料にし

ましょう。パワハラ･ブラックをなくしましょう。希望

する人は正社員の道を。非正規と正規との待

遇差をなくしましょう。最低賃金を今すぐ時間給

1,000円、さらに 1,500円にしましょう。

投票方法説明です

(しんぶん赤旗より転載)

連絡先

小沢良一 ０９０－２６８０－８３５２

岡本和枝 ０９０－９０２４－３９３７

岩井良枝 ０９０－８５４３－４７２８



今週号のしんぶん

赤旗日曜版の３面

は、参院静岡選挙

区候補の鈴木ちか

さんの特集ページ

です。
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